
全
-
け
丈
局
、
。
ル

第
五
十
二
巻

第
一
一
抗

卒
成
五
年
六
月
護
行

梁
に
お
け
る

「
征
討
都
督
」

尾

孟

夫

は

じ

め

に

一
「
征
討
都
督
」
任
用
例

二
「
征
討
都
督
」
の
役
割

三
武
帝
期
に
お
け
る
「
都
督
衆
軍
」
等
事
例

四
梁
末
に
お
け
る
「
都
督
衆
軍
」
等
事
例

お

わ

り

に

- 1一

t主

じ

め

本
稿
は
東
菅
南
朝
に
お
け
る
「
征
討
都
督
」
の
果
し
た
役
割
を
追
究
す
る
一
環
と
し
て
、
梁
に
お
け
る
「
征
討
都
督
」
を
取
り
上
げ
、

(
1〉

討
都
督
」
を
中
心
に
し
て
征
討
鰹
制
が
如
何
な
る
扶
況
で
、
如
何
に
編
成
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
。
「
征
討
都
督
」
は
「
都
督
征
討
諸
軍
事
」

(
2〉

の
略
稽
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
史
料
に
登
場
す
る
「
都
督
征
討
諸
軍
事
」
の
様
々
な
饗
形
を
も
含
め
て
、
そ
の
綿
稽
と
し
て
用
い
る
。

更
に
併
せ
て
、
諸
軍
を
統
率
し
て
軍
事
編
成
を
行
う
こ
と
を
示
す
「
都
督
衆
軍
」
等
の
や
や
断
片
的
な
史
料
の
分
析
を
も
行
い
、

征

1 

「
征
討
都



2 

督
」
と
の
関
連
を
迫
究
し
、

「
征
討
都
督
」
任
用
例
を
補
充
し
よ
う
と
試
み
た
。

「
征
討
都
督
」
任
用
例

梁
に
お
け
る

「
征
討
都
督
」
任
用
例
を
提
示
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
大
略
、
任
用
順
に
、

A
被
任
用
者
姓
名
、

D
「
征
討
都
督
」
任
用
時
の
現
任
官
職
、

E
「
征
討
都
督
」
史
料
例
、
及
び
出
血
ハ
等
に
つ
い
て

B
任
用
時
期
(
(
年
鋭
)

は
概
略
を
一
示
す
〉

記
す
。

C
任
用
原
因
・
理
由
等
、

A
郵
元
起

(
3〉

B
天
監
四
年

C
梁
州
長
史
夏
侯
遁
遁
の
反
観
、
北
貌
侵
冠

D
盆
州
刺
史

〈

4
〉

E
侵
節
、
都
督
征
討
諸
軍
事

(
『
梁
書
』
倉
一

O
、
郵
元
起
惇
)

- 2ー

(2) 

A
臨
川
王
粛
宏

B
天
監
四
年
一

O
月
1
五
年
九
月

C
北
貌
を
討
つ

D
使
持
節
、
侍
中
、
都
督
揚
南
徐
州
諸
軍
事
、
中
軍
賂
軍
、
揚
州
刺
史

E
都
督
南
北
菟
北
徐
車
問
実
務
司
窪
入
州
北
討
諸
軍
事
(
都
督
北
討
諸
軍
事
)

(
『
梁
書
』
巻
二
、
武
帝
紀
中
、
袋
二
二
、
太
租
五
玉
、
臨
川
靖
恵
王
宏
停
、

『
南
史
』
各
六
、
梁
本
紀
上
)

(3) 

(
5〉

B
普
通
五
年
1
六
年
五
月

C
北
貌
を
討
つ

D
督
強
州
北
議
橿
三
州
諸
軍
事
、
宣
毅
将
軍
、
珠
州
刺
史

E
督
征
討
諸
軍
事

A
袈
之
卒

B
(普
通
以
降
)

(

6

)

 

D
文
徳
主
帥

(
『
梁
霊
園
』
巻
二
八
、
表
滋
俸
〉

A
蓑
遼

(4) 

C
衡
州
の
内
凱
鋸
定

E
恒
節
、
超
武
持
軍
、
都
督
衡
州
五
郡
征
討
諸
軍
事

(
『
陳
書
』
巻
二
五
、
裳
忌
停
)



3 

(5) 

B
大
通
元
年

C
渦
陽
を
確
保
す
る

(6) 

A
粛
淵
藻

D
侍
中
、
中
護
軍

E
使
持
節
、

♂北
討
都
督
、
征
北
大
将
軍

A
羊
侃

B
大
逼
三
年

C
北
貌
か
ら
梁
へ
南
信
仰

E
使
持
節
、
散
騎
常
侍
、
都
督
暇
丘
征
討
諸
軍
事
、
安
北
賂
軍
、
徐
州
刺
史

ハ
『
梁
書
』
各
三
九
、
羊
侃
惇
)

(
『
一
梁
書
』
巻
三
、
武
一
帝
紀
下
、
巻
二
三
、
長
沙
嗣
王
業
停
附
粛
淵
藻
停
)

A
羊
侃

B

(中
大
通
元
年
〉

(7) 

C
北
貌
北
海
王
元
顧
の
北
還

D
使
持
節
、
散
騎
常
侍
、
都
督
寝
丘
征
討
諸
軍
事
、
安
北
持
軍
、
徐
州
刺
史

E
都
督
北
討
諸
軍
事

(
『
梁
書
』
倉
一
一
一
九
、
羊
侃
侍
〉

(8) 

A
元
樹

B
中
大
通
四
年
二
月

C
北
競
を
討
つ

D
侍
中
、
鎮
右
将
軍
、
〔
散
騎
常
侍
〕

E
使
持
節
、
鎮
北
将
軍
、
都
督
北
討
諸
軍
事

(
『
梁
書
』
巻
三
、
武
帝
紀
下
、
巻
三
九
、
元
樹
停
)

- 3ー

(9) 

A
都
陽
王
粛
範

B
太
清
元
年
六
月

C
西
隷
を
討
つ

D
使
持
節
、
都
督
薙
梁
東
盆
南
北
秦
五
州
諸
軍
事
、
鎮
北
崎
府
軍
、
薙
州
刺
史

E
使
持
節
、
征
北
大
将
軍
、
綿
督
漢
北
征
討
諸
軍
事

A
部
陵
王
粛
論

B
太
清
二
年
八
月

D
中
衛
将
軍
、
開
府
儀
同
三
司

(
『
一
梁
書
』
巻
三
、
武
一
帯
紀
下
、

各
二
二
、

都
陽
王
範
府
開
)

(10) 

C
侯
景
を
討
つ

E
加
征
討
大
都
督

ハ
『
梁
書
』
巻
三
、
武
帝
紀
下
、
巻
二
九
、
高
租
三
玉
、
部
俊
播
王
給
停
〉

(l~ 

B
太
清
三
年
三
月

C
侯
景
を
討
つ

A
武
陵
王
粛
紀

D
持
節
、
都
督
盆
梁
等
十
三
州
諸
軍
事
、
征
西
大
将
軍
、
開
府
儀
同
三
司
、
散
騎
常
侍
、
盆
州
刺
史



4 

E
侍
中
、
侵
策
銭
、
都
督
征
討
諸
軍
事
、
醸
騎
大
将
軍
、
太
尉
、
承
制

(
『
梁
量
一
回
』
巻
三
、
武
-
帝
紀
下
、

巻
五
五
、
武
陵
王
紀
停
、

『
南
史
』
巻
五
三
、
梁
武
一
帝
諸
子
、
武
陵
王
紀
停
〉

ω 

(
7〉

A
飽
泉

B
太
清
三
年
七
月

C
湘
州
刺
史
河
東
王
粛
春
を
討
つ

D
(鎖
兵
賂
軍
)
信
州
刺
史

E
南
討
都
督

(
『
梁
書
』
巻
五
、
元
一
帝
紀
、
各
三

O
、
飽
泉
停
〉

「
征
討
都
督
」
の
役
割

「
征
討
都
督
」
任
用
例
を
見
る
限
り
、
軍
職
名
と
し
て
の
在
り
方
は
、
東
育
以
来
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
都
督
征

討
諸
軍
事
」
、
「
督
征
討
諸
軍
事
」
が
あ
り
、
「
征
討
」
の
部
分
に
は
「
西
討
」
、
「
北
討
」
が
入
っ
た
り
、
ま
た
、
「
北
討
都
督
」
、
「
征
討

大
都
督
」
と
し
て
も
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
考
え
て
、
梁
に
お
い
て
も
「
都
督
征
討
諸
軍
事
」
等
の
略
稿
と
し
て
「
征
討
都
督
」

と
表
現
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
も
様
々
な
獲
形
を
有
す
る
「
都
督
征
討
諸
軍
事
」
を
「
征
討
都
督
」
と
嫡
附
帯
し
た
い
。

(

8

)

 

「
都
督
征
討
諸
軍
事
」
、
「
督
征
討
諸
軍
事
」
が
存
在
す
る
以
上
、
「
監
征
討
諸
軍
事
」
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
「
征
討
都
督
」

任
用
者
に
は
「
恒
節
」
、
「
持
節
」
、
「
使
持
節
」
が
輿
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
節
を
も
た
な
い
者
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
見
る
と
、

-4-

「
征
討
都
督
」
の
寧
職
名
の
在
り
方
は
、
梁
に
お
い
て
も
「
都
督
州
(
・
郡
〉
諸
軍
事
」
と
ほ
ぼ
同
様
と
見
な
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

梁
の
「
征
討
都
督
」
任
用
例
に
つ
い
て
、
如
何
な
る
朕
況
の
下
で
出
現
し
た
の
か
筒
皐
に
燭
れ
て
お
く
。

ωωω
は
北
貌
を
、
川
仰
は
西
魂
を

討
っ
た
際
の
事
例
、

ω川W
帥
仰
は
梁
と
北
貌
と
の
劃
立
と
絡
ん
で
、
北
貌
に
封
慮
す
る
必
要
か
ら
生
じ
た
事
例
で
あ
る
。

ωは
内
鋭
、

ωωω

は
梁
滅
亡
の
最
大
原
因
と
な
っ
た
侯
景
の
凱
に
際
し
て
現
れ
た
事
例
で
あ
る
。

以
下
、
「
征
討
都
督
」
の
役
割
に
つ
い
て
見
る
た
め
、
個
々
の
「
征
討
都
督
」
任
用
朕
況
を
把
握
し
て
行
き
た
い
。
主
と
し
て
、

督

」

波

遁

朕

況

、

「

征

討

都

督

」

の

征

討

諸

軍

に

劃

す

る

総

指

揮

・

監

督

等

に

つ

い

て

追

究

す

る

。

「
征
討
都

「
征
討
都
督
」
配
下
の
諸
軍
、



ωけ

ω部
元
起
任
用
例

郵
元
起
は
中
興
元
年
(
五
O
一
年
〉
に
盆
州
刺
史
と
な
り
、
在
州
二
年
で
右
衛
将
軍
に
徴
さ
れ
、

た
。
そ
の
際
、
梁
州
の
長
史
夏
侯
道
遜
が
南
鄭
に
操
っ
て
反
し
、
北
貌
を
誘
い
、
そ
れ
が
更
に
北
貌
の
東
西
音
書
へ
の
侵
冠
と
な
っ

て
事
態
は

(
9〉

A

一
凪
を
告
げ
た
。
元
起
は
盆
州
刺
史
と
し
て
梁
州
征
討
の
義
務
は
な
か
っ
た
が
、
董
督
の
任
は
自
分
に
あ
り
と
し
て
梁
州
に
赴
こ
う
と
し
た
。
そ

(

m

)

 

こ
へ
武
一
帝
一
が
元
起
に
節
を
侵
し
て
、
都
督
征
討
諸
軍
事
と
し
、

'漢
中
を
救
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 西

昌
侯
粛
淵
藻
と
交
代
す
る
こ
と
に
な
っ

「
征
討
都
督
」
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と

梁
州
征
討
が
正
式
に
認
め
ら
れ
る
。
「
征
討
都
督
」
が
董
督
(
日
監
督
〉
の
任
に
鷹
ず
る
軍
職
で
あ
る
こ
と
、

輿
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
元
起
が
任
用
さ
れ
た
朕
況
を
見
て
み
よ
う
。
遁
常
、
梁
州
内
の
小
規
模
の
反
観
や
梁
州
に
劃
す
る
小
規
模

の
外
敵
侵
露
で
あ
れ
ば
梁
州
刺
史
の
み
で
充
分
に
封
慮
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本
例
で
は
反
凱
と
北
貌
侵
窟
と
が
重
な
っ
て
事
態
が

急
を
告
げ
た
こ
と
と
共
に
、
も
う
一
貼
、
征
討
に
劃
慮
で
き
る
梁
州
刺
史
が
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
梁
州
で
は
丁
度
、
州
刺

〈

江

〉

王
珍
園
が
赴
任
途
中
に
あ

っ
て
貌
輿
を
攻
め
て
い
る
。
従
っ
て
、
近
郷
の
州
で
征
討
に
封
庭
で
き
た
の
は
盆
州
で
あ
っ
た
が
、

に
よ
り
、

そ
れ
が
武
一
帝
に
よ
り

史
交
代
時
で
一、

← 5 ー

盆
州
で
も
丁
度
、
州
刺
史
交
代
時
で
あ
っ
て
、
離
任
し
よ
う
と
し
た
元
起
が
適
役
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う。

討
瞳
制
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

「
征
討
都
督
」
郵
元
起
の
征

亡主

ω臨
川
玉
粛
宏
任
用
例

夫
監
四
年
(
五

O
五
年
〉
一

O
月
、
武
一
帝
の
詔
に
よ
り
北
伐
と
な
り
、
武
一
帝
の
弟
、
臨
川
王
粛
宏
は
「
征
討
都
督
」
に
任
じ
ら
れ
る
。
宏
の

「
百
高
の
師
」
は
書
春
に
近
い
洛
口
に
至
り
、
前
軍
は
梁
域
に
勝
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
宏
は
北
親
の
援
軍
が
近
い
こ
と
を
知
る
と
、
怯
ん

で
、
軍
を
帰
そ
う
と
し
、
天
監
五
年
九
月
に
洛
ロ
の
軍
が
崩
潰
す
る
と
都
に
逃
げ
闘
っ
た
。
こ
れ
が
賓
献
で
あ
ろ
う
が
、
戦
争
が
長
引
い
た
の

(

ロ

〉

で
詔
に
よ
り
軍
を
蹄
還
さ
せ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
宏
の
征
討
箪
は
武
一
帝
の
弟
と
い
う
こ
と
で
、
携
行
し
た
武
器
は
す
べ
て
選
り
抜
き
の
新

5 
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品
で
あ
り
、

軍
容
は
甚
だ
盛
ん
で

百
数
十
年
の
開
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

に
誇
張
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

「
百
高
の
師
」

が
、
征
討
寧
の
規
模
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
向
書
右
僕
射
柳
械
が
「
征
討
都
督
」
宏
の
副
で
あ
り
、
副
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と

〈

日

)

か
ら
も
そ
れ
が
伺
え
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
大
規
模
な
征
討
瞳
制
は
ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
征
討
参
加
者
を
見
て

み
る
。

(
M〉

①
劉
思
致
〔
輔
園
絡
箪
〕
天
監
五
年
三
月
に
北
貌
の
青
州
刺
史
元
繋
を
謬
水
に
破
る。

②
意
叡
〔
輔
闘
終
軍
、
議
州
刺
史
、
領
歴
陽
太
守
〕
詔
に
よ
り
衆
軍
を
都
督
し
て
参
加
、
天
監
五
年
五
月
に
合
肥
城
に
勝
つ
。
そ
の
配
下
に

(

お

)

入
っ
た
者
に
、
長
史
王
超
宗
、
梁
郡
太
守
祷
道
根
が
い
る
。
合
肥
卒
定
後
、
武
一
帝
は
衆
軍
に
東
陵
に
進
む
よ
う
詔
し
、
そ
し
て
北
読
と
舎

(

日

〉

戦
と
い
う
時
に
蹄
還
の
詔
を
出
し
た
。

(

ロ

〉

天
監
五
年
五
月
に
、
羊
石
城
、
窪
丘
城
を
破
り
、
合
肥
を
攻
め
て
い
る
。

(

凶

〉

④
桓
和
〔
青
葉
二
…
州
刺
史
〕
前
軍
を
務
め
、
天
監
五
年
六
月
、
胸
山
城
を
攻
め
落
と
し
て
い
る
。

(

四

)

①
劉
思
放
の
軍
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
②
章
叡
、
③
斐
遼
、
④
桓
和
は
州
刺
史
や
郡
太
守
の
率
い
る
地
方
軍
で
あ
る
。

⑤
昌
義
之
〔
俵
節
、
督
北
徐
州
諸
箪
事
、
冠
軍
将
軍
、
北
徐
刺
史
〕
鍾
離
に
鎮
し
、
州
兵
を
率
い
、
「
征
討
都
督
」
臨
川
王
粛
宏
の
節
度

(u

(

初

〉

北
貌
の
梁
城
成
を
攻
め
落
と
し
て
い
る
。
北
徐
州
刺
史
昌
義
之
が
宏
の
指
揮
を
受
け
た
よ
う
に
、
そ
の

③
袈
濯

〔
慮
江
太
守
〕

指
簿
〉
を
受
け
、
前
寧
と
な
り
、

他
の
地
方
軍
も
宏
の
配
下
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
張
恵
紹
〔
太
子
左
(
右
〉
衛
率
〕

(

幻

〉

せ
た
。

寧
朔
将
軍
張
豹
子
と
共
に
、
天
監
五
年
五
月
、
北
貌
の
宿
議
城
を
一
時
陥
落
さ

冠
軍
長
史
胡
辛
生
、

⑦
自
信
珍

〔
左
衛
持
軍
、
加
散
騎
常
侍
〕

(

詑

〉

天
監
五
年
夏
に
、
命
に
よ
り
羽
林
の
勤
勇
を
率
い
て
梁
域
に
出
て
い
る
。

⑥
張
恵
紹
、
⑦
昌
信
珍
の
統
率
す
る
軍
は
中
央
軍
に
由
来
す
る
と
考
え
る
。

以
上
に
よ
り
、
「
征
討
都
督
」
臨
川
王
粛
宏
の
征
討
軍
は
相
嘗
の
規
模
を
有
し
、
中
央
涯
遣
軍
と
地
方
軍
よ
り
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
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る
。
征
討
貫
施
に
お
い
て
、
武
一
帝
は
征
討
軍
の
編
成
や
、
準
軍
か
ら
掃
還
ま
で
の
諸
作
戦
に
つ
い
て
指
示
し
て
い
た
こ
と
も
伺
え
よ

う
。
そ
の
よ
う
な
武
帝
一
の
指
示
を
受
け
て
、
「
征
討
都
督
」
は
征
討
軍
の
指
揮
官
の
役
目
を
果
た
し
た
と
言
え
よ
う
。

更
に
宏
の
「
征
討
都
督
」
は
「
都
督
南
北
売
北
徐
青
糞
謙
司
塞
八
州
北
討
諸
軍
事
」
で
あ
り
、
八
州
と
い
う
限
定
附
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
宏

の
江
北
に
展
開
す
る
征
討
地
域
を
含
む
と
共
に
、
濠
州
刺
史
、
北
徐
州
刺
史
、
車
問
翼
二
州
刺
史
を
統
率
し
た
よ
う
に
、
征
討
に
際
し
て
地
方
軍

(お〉

を
統
率
し
て
支
配
下
に
置
く
こ
と
の
で
き
る
範
園
を
も
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宏
の
現
職
は
、
使
持
節
、
侍
中
、
都
督
揚
南
徐
州
諸
軍

事
、
中
軍
将
軍
、
揚
州
刺
史
で
あ
っ
て
、
議
州
刺
史
等
を
統
率
し
た
こ
と
は
、
そ
の
州
都
督
管
轄
外
の
事
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宏
の
「
征

討
都
督
」
は
、
慶
く
中
央
軍
、
地
方
軍
を
統
率
し
て
お
り
、
現
職
の
州
都
督
に
制
約
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
「
征
討

都
督
」
の
濁
自
の
役
割
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、

同

川

w表
選
任
用
例

-7ー

普
通
五
年
(
五
二
四
年
〉
、
武
一
帝
は
東
西
よ
り
一
斉
に
北
伐
を
計
っ
て
い
る
。
斐
濯
を
「
征
討
都
督
」
と
し
、
騎
三
千
を
率
い
て
蕎
陽
を
襲
わ

(

但

〉

せ
て
い
る
。
九
月
に
塞
胃
腸
に
至
り
羅
城
に
入
る
も
破
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
濯
の
統
率
下
に
入
っ
た
者
は
吊
諜
州
刺
史
湛
借
智
、
歴
陽
太

(お〉

守
明
〈
胡
〉
紹
世
、
南
諜
太
守
魚
弘
、
菅
照
太
守
張
澄
等
の
購
賂
達
で
あ
っ
た
一。
普
通
年
聞
に
こ
れ
ら
の
郡
太
守
が
何
州
に
掃
属
し
て
い
た
か

(
m
m
)
 

明
確
に
し
難
い
が
、
南
薄
で
は
議
州
や
南
議
州
に
属
す
る
郡
太
守
で
あ
っ
た
。
諜
州
刺
史
は
明
ら
か
に
濯
の
三
州
都
督
の
管
轄
外
で
あ
る
。
こ

う
し
た
州
都
督
管
轄
外
の
州
刺
史
を
軍
事
的
に
統
率
す
る
擢
限
は
や
は
り
「
督
征
討
諸
軍
事
」
に
根
援
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
が
議
州

治
下
の
郡
太
守
を
統
率
し
た
と
す
れ
ば
、
州
都
督
管
轄
内
の
地
方
軍
を
支
配
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
州
都
督
・
刺
史
が
「
征
討
都

督
」
に
な
る
こ
と
は
、
「
征
討
都
督
」
の
働
き
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
外
に
濯
は
直
閤
将
軍
李
粗
憐
を
指
揮
し
て
い
る
。
直

(

幻

〉

閤
持
軍
は
東
宮
に
関
わ
る
武
官
と
も
考
え
ら
れ
、
中
央
か
ら
涯
遣
さ
れ
、
濯
の
支
配
下
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
北
伐
の
扶
況
と
そ
の
他
の
北
伐
参
加
者
を
追
っ
て
み
る
。
①
元
樹
〔
卒
北
賂
軍
、
北
青
売
二
州
刺
史
〕
は
、
普
通
五
年
六
月
に
上
記
二
州
刺

7 
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衆
を
率
い
て
北
伐
し
て
い
る
。
②
成
景
僑
〔
徐
州
刺
史
〕
は
普
通
五
年
八
月
に
北
貌
の
一
童
城
、
九
月
に
唯
陵
城
を
破
っ
て
い
る
。

③
越
景
悦
〔
北
究
州
刺
史
〕
は
普
通
五
年
九
月
に
剤
山
を
圏
み
、
六
年
二
月
に
は
北
貌
の
龍
允
城
を
降
し
て
い
る
。
普
通
五
年
九
月
に
蕎
陽
に
至

っ
た
袈
濯
は
一

O
月
に
①
元
樹
と
共
に
北
貌
の
建
陵
城
を
破
る
。
一
一
月
に
毒
陽
の
安
城
を
攻
め
落
と
し
、
北
貌
の
馬
頭
、
安
城
が
来
降
、
六

(

お

)

年
に
な
り
、
北
貌
の
新
茶
郡
を
破
り
、
鄭
城
の
地
ま
で
攻
略
し
て
い
る
。
遼
は
五
月
に
軍
中
に
浸
し
た
。
そ
の
他
、
東
方
で
は
青
翼
二
州
の
地

史
と
な
り
、

で
の
征
討
も
見
ら
れ
た
が
、

西
方
で
は
、
④
音
安
王
粛
綱
〔
使
持
節
、

都
督
薙
梁
南
北
秦
四
州
都
州
之
寛
陵
司
州
之
隠
郡
諸
箪
事
、
寧
轡
校
尉
、
安
北
賂

〈

却

)

長
史
柳
津
に
北
貌
の
南
郷
郡
を
、
司
馬
董
蛍
門
に
北
貌
の
耳
目
城
を
破
ら
せ
て
い
る
。

軍
、
堀
知
州
刺
史
〕
は
、

普
通
六
年
正
月
、

費
遺
浪
後
、
夏
侯
宣
は
使
持
節
を
加
え
ら
れ
、
遼
に
代
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
「
壬
子
、
中
護
軍
夏
侯
宣
を
し
て
書
胃
腸
諸
軍
事
を
督
し
、
北
伐

(

鈎

〉

せ
し
む
」
と
も
述
べ
る
。
遠
の
如
く
「
征
討
都
督
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
宣
は
北
貌
の
勝
、
河
開
王
元
環
、
臨
准
王
元
或
等
と
劃
戟

し
、
た
び
た
び
勝
っ
て
い
る
。
つ
い
で
、
軍
を
合
肥
に
蹄
し
、
兵
馬
を
休
養
さ
せ
、
書
胃
腸
の
堰
が
完
成
し
た
ら
、
ま
た
進
軍
す
る
よ
う
に
と
い

(

出

品

〉

(

詑

〉

う
密
敷
が
下
っ
た
。
そ
し
て
普
通
七
年
二
月
に
北
伐
衆
軍
は
解
巌
と
な
り
、
普
通
五
年
に
始
ま
ア
た
北
伐
は
一
躍
終
了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

お

)

夏
侯
宣
が
襲
還
の
「
征
討
都
督
」
を
引
き
繕
い
だ
可
能
性
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

- 8ー

以
上
の
普
通
五
年
i
七
年
二
月
の
北
伐
は
、
武
帝
の
計
霊
と
統
一
指
揮
の
下
に
途
行
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
東
西
に
わ
た
る
戦
線
で
は
、
北

青
亮
二
州
刺
史
、
北
売
州
刺
史
、
徐
州
刺
史
、
議
州
刺
史
、
薙
州
刺
史
位
一
寸
を
動
員
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
「
征
討
都
督
」
蓑
遼
は
こ
れ
ら
北
伐

征
討
軍
全
瞳
を
統
率
下
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
裏
附
け
る
史
料
は
見
出
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
遺
は
珠
州
の
合
肥

従
っ
て
濯
の
統
率
す
る
征
討
軍
は
、
議
州
や
近
鄭

か
ら
北
貌
支
配
下
の
書
陽
陥
落
を
目
指
す
征
討
軍
の
指
揮
官
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

の
州
の
地
方
軍
を
主
瞳
と
し
て
若
干
の
中
央
軍
を
組
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
司
た
。
ま
た
こ
の
北
伐
の
最
大
の
目
的

も
、
「
征
討
都
督
」
を
置
い
て
封
慮
し
た
蕎
陽
奪
取
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
東
西
か
ら
の
州
刺
史
等
に
よ
る
北
伐
は
、
そ
の
目

的
を
、
達
成
す
る
た
め
の
側
面
か
ら
の
援
助
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
全
征
討
軍
に
劃
す
る
統
率
は
最
終
的
に
は
武
一
帝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。



普
通
七
年
夏
、
武
一
帝
は
再
び
書
胃
腸
奪
取
を
計
り
、
一
一
月
に
は
達
成
さ
れ
た
。
そ
の
再
征
討
は
准
水
に
設
け
ら
れ
た
堰
に
よ
り
大
水
が
溢

れ
、
書
陽
城
が
水
渡
し
そ
う
に
な
っ
た
機
舎
を
と
ら
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
武
一
帝
は
南
北
よ
り
蕎
陽
を
攻
め
る
。
北
道
軍
と
し
て
元
樹
〔
使

(

鈍

〉

〈

間

山

)

持
節
、
替
郡
司
君
三
州
諸
軍
事
、
卒
西
賂
軍
、
部
州
刺
史
〕
に
彰
賓
孫
、
陳
慶
之
を
率
い
て
準
ま
せ
た
。
元
樹
の
征
討
軍
で
は
陳
慶
之
が
「
節
を
俵
さ

(

部

)

れ
、
軍
事
を
綿
知
す
」
と
あ
り
、
中
心
的
役
割
を
捨
っ
た
。
一
方
、
袈
濯
の
三
州
都
督
・
一喚
問
州
刺
史
を
引
き
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
夏
侯
宣
は

(

幻

〉

(

叩

ぬ

〉

南
道
よ
り
蕎
陽
を
攻
め
た
。
直
は
濯
が
統
率
し
た
湛
借
智
、
魚
弘
、
張
澄
等
の
地
方
軍
を
引
き
継
い
で
征
討
し
て
い
る
。
南
北
南
道
箪
の
指
揮

官
は
元
樹
、
夏
侯
宣
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
が
「
征
討
都
督
」
で
あ
る
史
料
は
見
出
さ
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
夏
侯
宣
が
裳
遠
の
諸
軍
を
引

き
継
い
だ
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
武
一
帝
の
南
北
南
道
軍
に
封
ず
る
指
圃
は
や
は
り
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

伺

伺
粛
淵
藻
、
川
別
的
羊
侃
、
的
元
樹
、
例
都
陽
王
粛
範
等
任
用
例

こ
れ
ら
の
任
用
例
は
侯
景
鯖
順
と
関
連
す
る
例
を
除
い
て
、
北
貌
と
何
ら
か
の
閥
わ
り
を
も
っ
て
、
北
貌
に
封
慮
す
る
必
要
か
ら
生
じ
た
も

の
で
あ
る
が
、
北
貌
は
丁
度
混
観
期
に
あ
っ
た
。

制
は
、
大
通
元
年
〈
五
二
七
年
〉
、
北
貌
の
渦
陽
が
梁
に
降
っ
た
の
で
、
粛
淵
藻
を
北
討
都
督
に
任
じ
、
渦
陽
に
鎮
せ
し
め
た
。
北
貌
に
制
到

底
し
て
渦
陽
を
占
擦
し
、
保
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
川
仰
は
大
遁
三
年
、
北
貌
か
!ら
南
掃
し
て
京
師
に
至
っ
た
羊
侃
が

梁
よ
り
授
け
ら
れ
た
。
揖
附
属
し
た
者
に
「
征
討
都
督
」
と
同
時
に
北
遣
の
徐
州
刺
史
を
興
え
、
北
貌
に
掛
鹿
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ

》
内
ノ
。

- 9ー

仰
は
同
じ
く
羊
侃
が
、
中
大
通
元
年
(
五
二
九
年
)
頃
、
都
督
北
討
諸
軍
事
に
任
じ
ら
れ
る
。
関
連
事
項
と
し
て
は
、
陳
慶
之
が
律
を
失
っ

た
の
で
)
進
軍
を
停
止
し
た
と
あ
り
、
時
期
的
に
は
慶
之
が
懐
節
、
麟
勇
将
軍
と
し
て
北
貌
の
北
海
王
元
顛
の
北
還
を
送
っ
て
い
っ
た
際
の
こ

(

ぬ

〉

と
と
思
わ
れ
る
。
的
は
中
大
、
通
四
年
二
月
に
北
貌
を
討
つ
た
め
に
、
北
貌
の
近
属
元
樹
を
都
督
北
討
諸
軍
事
に
任
じ
た
。
元
樹
は
北
貌
の
諜
城

を
攻
め
落
し
た
が
、
北
貌
の
反
撃
に
よ
り
捕
え
ら
れ
る
。
こ
の
北
伐
は
時
期
的
に
見
て
、
太
尉
元
法
借
を
北
還
さ
せ
た
時
期
と
重
な
る
。
そ
の

9 
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北
還
を
援
助
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
「
征
討
都
督
」
任
用
例
は
、
北
貌
と
何
ら
か
の
閥
わ
り
を
も
っ
て
お
り
、
北
説
に
似
到
底
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
史
料
が
乏

し
く
、
任
用
朕
況
の
ご
く
一
端
が
把
揮
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
征
討
箪
の
規
模
も
あ
ま
り
大
き
い
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
何
れ
も
通
常
の
州
刺

史
が
劉
鷹
で
き
る
事
柄
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
次
に
や
は
り
劃
外
関
係
が
絡
ん
だ
例
都
陽
王
粛
範
の
事
例
を
見
る
。

太
清
元
年
(
五
四
七
年
〉
二
月
、
東
貌
の
侯
景
の
蹄
順
を
受
け
入
れ
た
梁
は
、
三
月
、
司
州
刺
史
羊
麗
仁
、

売
州
(
土
川
〉
刺
史
桓
和
〔
之
〕
、

羊
碍
仁
に
桓
和
〔
之
〕
、
湛
海
珍
等
精
兵
三
官
同
を
統
率
さ
せ
て
い
る
。
組
側
仁
は

都
督
琢
司
准
糞
股
鹿
西
議
等
七
州
諸
軍
事
、
司
謙
二
州
刺
史
で
あ
り
、
州
都
督
に
は
売
州
(
あ
る
い
は
土
州
〉
、
仁
州
は
含
ま
れ
ず
、
そ
れ
ら
の

(

品

別

)

州
刺
史
を
統
率
し
た
の
は
、
武
一一帝
の
詔
に
よ
る
侯
景
麿
接
の
た
め
の
特
別
な
措
置
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
呼
躍
し
て
西
方
で
は
や
は
り
侯
景
の
蹄

順
を
援
助
す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
北
伐
が
計
ら
れ
て
い
る
。
都
陽
王
粛
範
は
五
州
都
督
・
落
州
刺
史
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
が
、
使
持

(
4〉

節
、
征
北
大
将
軍
、
組
督
漢
北
征
討
諸
軍
事
に
任
じ
ら
れ
、
務
州
よ
り
北
上
し
て
穣
城
に
準
草
し
た
。
こ
の
任
用
は
範
が
安
北
持
軍
、
南
濠
州

刺
史
と
な
る
一

二
月
ま
で
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
将
軍
披
が
鎮
北
将
軍
、
征
北
大
将
軍
か
ら
安
北
将
軍
へ
と
降
競
と
な
っ
て
い
る
の

仁
州
刺
史
湛
海
珍
等
を
懸
割
に
涯
遣
し
て
景
を
援
助
さ
せ
た
。

- 10ー

は
、
北
伐
の
失
敗
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
征
討
軍
の
朕
況
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

同

帥
部
陵
王
粛
論
任
用
例

太
清
二
年
(
五
四
八
年
)
八
月
、
侯
景
が
需
陽
に
反
す
る
と
、
武
一
帝
の
詔
に
よ
り
、
最
初
の
、
結
果
的
に
は
最
後
と
な
っ
た
征
討
瞳
制
が
組

ま
れ
る
。
合
肥
に
鎖
す
る
合
州
刺
史
都
陽
王
粛
範
を
南
道
都
督
と
し
、

北
徐
州
刺
史
封
山
侯
粛
正
表
を
北
道
都
督
と
し
、
司
州
刺
史
柳
仲
瞳
を

西
道
都
督
と
し
、
通
直
散
騎
常
侍
装
之
高
を
東
道
都
督
と
し
て
、
東
西
南
北
よ
り
蕎
陽
に
向
か
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
更
に
そ
の
上
、
部
陵
王
粛

(

必

〉

論
を
征
討
大
都
督
と
し
て
衆
軍
を
統
率
さ
せ
て
鍾
離
に
向
か
わ
せ
て
い
る
。
論
は
銀
東
将
軍
、
南
徐
州
刺
史
か
ら
中
衛
将
軍
、
開
府
儀
同
三
司

に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
時
賠
で
、
侯
景
征
討
の
た
め
に
征
討
大
都
督
を
加
え
ら
れ
た
。
同
様
の
事
態
を
「
(
太
清
二
年
八
月
)
甲
辰
、
安
前
勝
軍

・



(

必

〉

開
府
儀
同
三
司
部
陵
王
論
を
以
て
衆
軍
を
都
督
し
景
を
討
た
し
む
。
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
「
衆
軍
を
都
督
す
る
」
と
表
現
さ
れ
る
場
合
に
「
征

討
都
督
」
の
場
合
の
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
別
の
史
料
で
は
「
叉
、
開
府
儀
同
三
司
・
丹
陽
安
部
陵
王
論
を
し
て
節
を
持
し
、
衆

(
H
H
〉

軍
を
董
督
せ
し
む
。
」
と
あ
り
、
論
が
組
監
督
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

論
は
征
討
に
出
な
け
れ
ば
、
南
徐
州
治
所
京
口
か
ら
建
康
に
掃
り
、
中
衛
将
軍
、
開
府
儀
同
三
司
と
し
て
中
央
軍
を
指
揮
し
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
論
は
征
討
大
都
督
を
加
え
ら
れ
、
京
口
よ
り
衆
軍
を
統
率
し
て
鍾
離
に
向
か
っ
た
の
で
あ
ア
た
。
と
こ
ろ
で
、
先
の
東
西
南
北

道
都
督
の
貫
際
の
動
き
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
侯
景
が
意
外
に
速
く
建
康
を
突
い
た
の
で
、
そ
の
征
討
活
動
は
行
わ
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
論
が
鍾
離
に
到
る
と
、
侯
景
は
既
に
采
石
よ
り
長
江
を
渡
っ
て
建
康
に
迫
っ
て
い
た
の
で
、
論
は
急
い
で
京
口
に
引

き
返
し
、
京
口
よ
り
建
康
を
目
指
す
。
初
め
論
が
鍾
離
に
向
か
っ
た
際
の
征
討
軍
の
編
成
賦
況
は
不
明
で
あ
る
の
で
、
統
率
朕
況
が
比
較
的
に

明
ら
か
な
京
口
か
ら
建
康
に
向
か
っ
た
際
の
扶
況
か
ら
輸
の
征
討
睦
制
を
類
推
し
た
い
。
論
が
統
率
し
た
の
は
、
寧
遠
持
軍
西
盟
公
粛
大
春
、

(

必

)

新
詮
公
粛
大
成
等
歩
兵
騎
兵
か
ら
な
る
三
高
の
軍
陵
で
あ
っ
た
。
大
春
は
寧
遠
将
軍
、
知
石
頭
成
軍
事
で
あ
っ
た
が
、
侯
景
内
定
に
際
し
て
京

(

必

)

ロ
ヘ
走
り
、
論
に
従
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
大
成
の
官
職
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
他
の
従
軍
者
に
は
、
永
安
侯
粛
確
、
超
武
賂
軍
南

(
門
出
〉

安
郷
侯
粛
駿
、
前
諜
州
刺
史
越
伯
超
、
武
州
刺
史
粛
弄
車
、
歩
兵
校
尉
予
思
合
等
の
名
が
知
ら
れ
る
。
粛
確
は
秘
書
丞
、
太
子
中
舎
人
で
あ
っ

(
組
閣
〉

た
可
能
性
が
大
き
い
。
更
に
侯
景
と
戦
い
敗
れ
て
捕
わ
れ
た
者
の
中
に
粛
大
春
の
外
に
、
論
の
司
馬
荘
丘
恵
達
、
直
閤
将
軍
胡
子
約
、
贋
陵
令

〈
州
問
〉

震
構
等
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
見
る
と
、
論
配
下
の
軍
に
は
、
侯
景
内
定
以
降
、
論
の
下
に
馳
せ
加
わ
っ
た
者
が
お
り
、
そ
れ
ら
は
主

と
し
て
中
央
文
武
官
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
論
が
最
初
に
侯
景
を
征
討
す
る
た
め
に
鍾
離
を
目
指
し
た
際
に
統
率
し
た
の
は
、
南
徐

(

印

)

州
や
そ
の
近
鄭
の
州
の
地
方
軍
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

-11-

付

ω武
陵
王
粛
紀
任
用
例

11 

太
清
三
年
(
五
四
九
年
)
三
月
、
侯
景
が
蓋
城
を
攻
め
落
す
と
、

上
甲
侯
粛
留
は
西
に
赴
き
、

武
一
帝
一
の
密
敷
を
俸
え
、

武
陵
王
粛
紀
に
都
督
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紀
は
世
子
園
照
に
萄
の
選
り
す
ぐ
り
の
兵
士
三
高
を
領
さ
せ
て
、

(

日

)

粛
緯
の
節
度
を
受
け
さ
せ
た
。
緯
は
紀
が
征
討
に
出
る
の
を
許
さ
ず
、
紀
の
「
征
討
都
督
」
は
寅
現
し
な
か
っ
た
。

以
上
、
梁
に
お
け
る
比
較
的
に
明
瞭
な
「
征
討
都
督
」
任
用
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
次
に
検
討
す
る
の
は
、
「
征
討
都
督
」
と
明
確
に
は

記
載
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
の
あ
る
事
例
に
つ
い
て
で
あ
る
。
既
に
帥
郁
陵
王
粛
論
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
征
討
大
都
替
を
加
え

大
貫
元
年
(
五
五
O
年
〉
六
月
に
は
、

湘
東
王

征
討
諸
軍
事
等
を
加
え
た
。

ら
れ
た
織
に
つ
い
て
、
と
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
史
料
上
で
は
皐
に
「
督
衆
軍
」
、
「
都
督
衆
軍
」
と
記
載
さ

れ
た
場
合
が
あ
り
、
こ
う
し
た
事
例
が
「
征
討
都
督
」
と
如
何
に
関
連
す
る
の
か
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
「
侯
景
の
蹴
」
に
よ
っ
て
梁
が
大
混

観
に
陥
る
以
前
の
時
期
の
、
諸
軍
を
統
率
し
て
軍
事
編
成
を
行
う
「
都
督
衆
軍
」
等
の
史
料
例
を
奉
げ
て
検
討
す
る
。

「
衆
軍
を
都
督
す
る
」

武
一
帝
期
に
お
け
る
「
都
督
衆
軍
」
等
事
例

事
例
の
提
示
は
「
征
討
都
督
」
任
用
例
提
示
の
際
と
同
じ
要
領
に
従
う
。

B
天
監
三
年

C
北
観
、
合
肥
を
圏
む

-12ー

(2) 

A
鄭
紹
叔

D
衡
尉
卿
、
加
冠
軍
将
軍

E
「
以
本
披
督
衆
軍
銀
東
開
」

A
曹
景
宗

B
天
監
五
年
一
一
月

(

回

〉

D
散
騎
常
侍
、
右
衛
将
軍

(
『
梁
書
』
巻
二
、
郷
紹
叔
停
)

C
北
説
、
鍾
離
へ
侵
冠

E

「
都
督
衆
軍
」

(
「
督
衆
軍
」
〉

(
『
一
梁
書
』
巻
二
、
武
-
帝
紀
中
、
巻
九
、
曹
景
宗
停
、
巻
一
二
、
章
叡
停
〉

(3) 

A
意
叡

B

(
天
監
七
年
、
あ
る
い
は
八
年
〉

C
北
貌
侵
窟

D
安
西
長
史
、
南
郡
太
守

E

「
詔
叡
督
衆
軍
援
鷲
」

(
『
梁
書
』
巻
一
二
、
岳
年
叡
停
)
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但)

A
張
穣

B
天
監
一

O
年

C
北
親
、
胸
山
を
侵
冠

D
使
持
節
、
散
騎
常
侍
、
都
督
青
翼
二
州
諸
軍
事
、
安
北
持
軍
、
青
葉
二
州
刺
史

E
「
詔
稜
擢
頓
六
里
、
都
督
衆
軍
」

(5) 

A
康
絢

D
太
子
右
衛
卒

E

「
督
衆
軍
」

C
准
水
に
堰
を
築
き
、
喜
一
胃
腸
を
水
攻
め
す
る

B
天
監
一
一
一
一
年
i
一
五
年

(6) 

B
普
通
二
年
七
月

C
義
州
刺
史
反
範
、
北
甜
腕
侵
窟

A
表
選

D
大
匠
卿

E
「
以
遠
篤
俵
節
、
信
武
将
軍
、
督
衆
軍
討
鷲
」

(7) 

B
普
逼
六
年
正
月

C
北
伐

A
西
昌
侯
粛
淵
藻

D
侍
中
、
領
軍
将
軍

E
「
督
衆
軍
北
伐
」

(8) 

A
議
章
王
粛
綜

B
普
通
六
年
三
月

C
徐
州
彰
城
を
鎮
守

D
使
持
節
、
都
督
南
売
売
徐
青
葉
五
州
諸
軍
事
、
卒
北
賂
軍
、
南
売
州
刺
史

E
「
都
督
衆
軍
鎮
子
彰
城
」

(9) 

A
南
康
王
粛
舎
理

B
太
清
元
年
八
月

C
大
奉
北
伐

D
使
持
節
、
都
督
南
北
売
北
徐
青
葉
東
徐
諜
七
州
諸
軍
事
、
卒
北
持
軍
、
南
売
州
刺
史

E
「
督
衆
軍
北
討
」

A
貞
陽
侯
粛
淵
明

(l.<) 

B
太
清
元
年
八
月

C
大
奉
北
伐

〈
『
梁
書
』
巻
二
ハ
、
張
稜
停
)

(
『
梁
書
』
巻
一
八
、
康
絢
停
、
昌
義
之
停
〉

〈
『
梁
書
』
巻
三
、
武
脅
紀
下
、
巻
二
八
、
委
濯
停
〉

-13ー

(
『
一
梁
室
田
』
巻
三
、
武
帝
紀
下
、
巻
五
O
、
文
拳
下
、
謝
幾
卿
停
)

(『梁
書
』
巻
三
、
武
-
帝
紀
下
、
巻
五
五
、
強
章
王
綜
俸
〉

(
『
梁
書
』
巻
二
九
、
高
租
三
玉
、
南
康
簡
王
績
停
附
曾
理
停
)
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D
(南
〉
議
州
刺
史

E

「
督
衆
軍
圏
彰
城
」

(『梁
書
』
各
五
六
、
侯
景
停
)

こ
う
し
た
史
料
に
見
ら
れ
る
「
都
督
・
督
衆
軍
」
に
相
鷹
じ
る
軍
職
が
存
在
し
た
の
か
ど
う
か
、
存
在
し
た
と
す
れ
ば
如
何
な
る
「
都
督
」

(

臼

〉

で
あ
っ
た
か
に
関
心
が
あ
る
が
、

一
先
ず
「
征
討
都
督
」
と
の
関
連
を
中
心
に
見
て
み
た
い
。

天
監
五
年
(
五
O
六
年
〉
一

一
月、

北
説
中
山
王
元
英
は
北
徐
州
に
侵
冠
し
、

衆
は
百
寓
と
競
し
た
。
武
一
帝
は
右
衛
将
軍
曹
景
宗
に
衆
軍
二

O
寓
を
都
督
さ
せ
て
、
こ
れ
を
担
ま
せ
た
。
そ
の
際
、
武
一
帝
は
輔
園
将
軍
、

議
州

刺
史
章
叡
に
議
州
の
衆
を
率
い
て
曹
景
宗
と
合
流
さ
せ
、
叡
に
景
宗
の
節
度
(
指
揮
〉
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
武
一
帝
一
の
景
宗
に
削
到
す

(

臼

)

る
指
示
は
、
道
人
洲
に
駐
屯
し
て
衆
軍
の
集
合
を
待
っ
て
一
斉
に
進
む
よ
う
に
さ
せ
る
な
ど
細
か
い
貼
に
及
ん
で
い
る
。
以
上
の
如
く
、
北
徐

州
へ
の
援
軍
は
曹
景
宗
の
率
い
る
中
央
涯
遣
軍
と
章
叡
の
議
州
軍
に
よ
り
編
成
さ
れ
た
。
叡
の
配
下
に
入
?
た
の
は
梁
郡
太
守
鴻
道
根
、
盛
江

(

臼

)

太
守
裳
遼
、
秦
郡
太
守
李
文
剣
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
議
州
の
衆
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
議
州
治
下
の
郡
太
守
の
統
率
す
る
諸
軍
で
あ
る
。

(

日

)

鴻
道
根
は
衆
三
千
を
率
い
て
叡
の
前
駆
と
な
っ
て
お
り
、
郡
太
守
統
率
軍
の
規
模
が
分
か
る
。
そ
の
外
、
太
子
右
衛
率
張
恵
紹
も
参
加
し
て
い

(

貯

〉

る
が
、
こ
れ
は
曹
景
宗
に
従

っ
て
中
央
か
ら
赴
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上、

曹
景
宗
の

「都
督
衆
軍
」
は
北
貌
の
北
徐
州
へ
の
侵
冠
を
防
ぎ
と

め
る
た
め
に
涯
遣
さ
れ
た
救
援
軍
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
た
が
、
「
征
討
都
督
」
の
可
能
性
は
大
い
に
あ
ろ
う
。

ω例
に
つ
い
て
、
天
監
七
年
一

O
月
、
北
説
、
議
州
の
人
、
白
阜
(
早
〉
生
が
懸
瓢
を
あ
げ
て
梁
に
降
っ
た
の
で
、
武
一
帝
一
が
馬
仙
稗
〔
都
督

司
州
諸
軍
事
、
司
州
刺
史
、
貞
威
将
軍
〕
等
を
涯
遣
し
た
と
こ
ろ
、
北
説
中
山
王
元
英
の
懸
瓢
へ
の
進
攻
と
な
り
、
更
に
北
貌
軍
は
司
州
の
三
闘
に

ω例
に
つ
い
て
、

北
徐
州
刺
史
昌
義
之
を
鍾
離
に
包
闇
し
、

- 14ー

準
出
し
た
。
こ
の
事
態
に
劃
慮
す
る
た
め
、
武
一
帝
一
は
章
叡
に
衆
軍
を
督
し
て
救
援
さ
せ
た
。
衆
一

O
高
を
率
い
る
元
英
は
章
叡
の
到
着
を
聞
い

(

回

)

て
退
き
、
武
一
帝
も
軍
を
罷
め
さ
せ
た
。

f
p
b
¥
 

章
叡
は
安
成
王
粛
秀
〔
都
督
刻
湘
群
雄
盆
寧
南
北
梁
(
(
南
北
》
秦
九
州
諸
軍
事
、
安
西
将
軍
、
剤
州
刺
史
〕
の
安
西
軍
府
の
長
史
、
一
南
郡
太
守
で
あ
っ

た
。

叡
の
率
い
た
衆
軍
は
、
剤
州
軍
が
中
心
を
な
し
、
そ
れ
に
荊
州
近
鄭
の
諸
州
の
地
方
軍
も
参
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。
司
州
三
闘
が
北
貌
に
迫
ら



(

ω

)

 

れ
た
時
、
部
州
治
下
の
寛
陵
太
守
康
絢
は
節
を
慢
さ
れ
、
武
旋
持
軍
と
し
て
衆
を
率
い
て
救
援
に
赴
い
て
い
る
。
康
絢
の
如
き
近
鄭
の
州
の
地

方
軍
が
叡
の
衆
軍
に
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

北
貌
支
配
下
の
懸
翻
の
蹄
降
に
劃
し
て
、
ま
ず
、
司
州
都
督
・
刺
史
に
封
慮
さ
せ
、
北
貌
が
進
攻
し
て
手
に
負
え
な
く
な
る
と
、
新
た
に
剤

州
軍
を
中
心
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
章
叡
の
出
動
と
な
る
。
司
州
は
安
成
王
粛
秀
の
都
督
九
州
諸
軍
事
に
は
含
ま
れ
ず
、
州
都
督
管
轄
外
へ
の

出
動
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
州
都
督
管
轄
外
の
罫
州
の
地
方
軍
の
参
加
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
章
叡
の

「
督
衆
軍
」
が
「
征
討
都
督
」
で
あ
る

可
能
性
は
大
き
い
。

以
上
の
外
、
川
仰
の
例
は
衆
軍
を
督
し
て
征
討
し
て
お
り
、

ωωω
例
は
北
貌
に
劃
慮
し
て
の
も
の
で
あ
り
、

る
が
、
征
討
軍
の
編
成
賦
況
等
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
難
い
。

制
例
は
「
衆
箪
を
督
す
る
」
こ
と
が
、
「
都
督
准
上
諸
軍
事
」
の
軍
職
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
軍
職
記
載
を
信
頼
す
れ
ば
、

討
都
督
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
天
監
二
二
年
、
北
貌
の
降
人
王
足
の
、
准
水
を
せ
き
止
め
、
書
陽
を
水
浸
し
に
し
て
落
と
す
と
い
う
計
を
賓
施

に
移
す
。
武
一帝一
は
、
徐
州
、
揚
州
の
民
を
二

O
戸
に
五
丁
の
割
合
で
徴
設
し
て
堰
を
築
か
せ
る
。
康
絢
が
俵
節
、
都
督
准
上
諸
軍
事
と
し
て
、

役
人
、
戦
士
二

O
高
の
総
監
督
の
任
に
嘗
た
り
、
途
中
、
堰
の
決
壊
や
北
貌
軍
の
妨
害
に
遭
い
な
が
ら
も
天
監
一
五
年
四
月
に
完
成
し
て
い

(
m
m
)
 

る
。
堰
建
設
に
嘗
た
り
、
役
人
、
兵
士
に
従
事
さ
せ
た
り
、
北
貌
軍
と
戦
う
た
め
に
、
衆
寧
を
督
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
任
務
は
「
偲
節
、
都

(

臼

〉

督
准
上
諸
軍
事
」
の
箪
職
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
徐
州
刺
史
劉
思
租
ら
と
共
に
北
貌
軍
と
封
戦
し
て
い
る
が
、
そ
の
軍

「
征
討
都
督
」
の
可
能
性
が
あ征

- 15ー

職
に
よ
っ
て
統
率
し
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
本
節
の
「
都
督
衆
寧
」
等
の
事
例
に
は
、
「
征
討
都
督
」
の
含
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
及
び
、
一
例
だ
が
「
征
討
都
督
」
で

な
い
事
例
も
存
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
最
後
に
、
武
帝
死
後
、
梁
末
の
、
主
と
し
て
「
侯
景
の
凱
」
に
よ
る
混
組
期
の
「
都
督
衆
軍
」
等
の

「
都
督
」
、
「
大
都
督
」
等
の
事
例
も
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
提
示
し
て
お
い
た
。

事
例
を
検
討
し
た
い
。

15 
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四

梁
末
に
お
け
る
「
都
督
衆
箪
」
等
事
例

)
 

噌

aA
'''a‘‘
、

(

臼

〉

B
太
清
二
年
二
一
月

C
侯
景
を
討
つ

A
王
偉
癖

(2) 

D
寛
陵
太
守
、
雄
信
将
軍

E

「
俵
節
、
総
督
舟
師
一
菌
、
粂
糧
績
赴
援
」

(

臼

)

B
太
清
三
年
六
月

C
湘
州
刺
史
河
東
王
粛
血
管
を
討
つ

(
『
一
梁
霊
園
』
各
四
五
、
王
借
離
間
停
)

A
粛
方
等

D
現
任
官
不
詳

E

「
奔
篤
都
督
、
令
帥
精
卒
二
高
南
討
」

(
『
梁
書
』
巻
五
、
元
帯
紀
、
各
四
四
、
世
租
二
子
、
忠
妊
世
子
方
等
停
)

(3) 

B
太
清
三
年
九
月

- 16ー

A
王
借
捧

D
現
任
官
不
詳

cω
に
閉
じ

E
都
督

(『
一梁
書
』
巻
五
、
元
脅
紀
、
各
四
五
、
王
借
務
停
)

(4) 

A
徐
文
盛

B
大
賓
元
年
九
月

C
侯
景
の
勝
、
任
約
を
討
つ

D
持
節
、
散
騎
常
侍
、
左
衛
将
軍
、
督
梁
南
秦
沙
東
盆
巴
北
巴
六
州
諸
軍
事
、
仁
威
持
軍
、
秦
州
刺
史

(
『
梁
書
』
各
五
、
元
帯
紀
、
巻
四
六
、
徐
文
盛
捕
時
)

E

「
督
衆
軍
」

(5) 

A
王
借
癖

C
侯
景
を
討
つ

B
大
費
二
年
四
月

D
領
軍
将
軍

E
大
都
督

(
『
梁
書
』
巻
五
、
元
帯
紀
、
巻
四
五
、
王
借
癖
停
〉

(6) 

A
王
借
捧

B
承
聖
二
年

C
陸
納
征
討

D
使
持
節
、
侍
中
、
司
徒
、
尚
書
令
、
都
督
揚
南
徐
東
揚
三
州
諸
軍
事
、
鎮
衛
将
軍
、
揚
州
刺
史
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〈
『
一
梁
書
』
巻
四
五
、
王
借
縛
停
〉

(7) 

E
都
督
東
上
諸
軍
事
〈
東
都
督
〉

A
宜
豊
侯
粛
循

B
時
期
・

C
目
的
は

ω例
に
同
じ

D
腰
騎
将
軍
、
開
府
儀
同
三
司
、
湘
州
刺
史

E
西
都
督
(
『
梁
書
』
巻
五
、
元
脅
紀
、
巻
四
五
、
王
借
癖
停
、
『
責
治
遁
鐙
』
巻
一
六
五
、
梁
紀
ニ
て
元
帯
承
聖
二
年
の
燦
〉

A
王
借
鼎

B
承
聖
二
年

C
武
陵
王
粛
紀
を
討
つ

D
使
持
節
、
侍
中
、
司
徒
、
尚
書
令
、
都
督
揚
南
徐
東
揚
三
州
諸
軍
事
、
鎮
衛
将
軍
、
揚
州
刺
史

E

「
被
詔
舎
衆
軍
西
討
、
督
舟
師
二
寓
」

(8) 

(
『
梁
書
』
巻
五
、
元
帯
紀
、
巻
四
五
、
王
借
癖
俸
〉

(9) 

B
承
聖
三
年
一

O
月

C
西
貌
、
江
陵
へ
侵
冠

A
王
借
捧

D
使
持
節
、
侍
中
、
太
尉
、
尚
書
令
、
都
督
揚
南
徐
東
揚
三
州
諸
軍
事
、
車
騎
大
将
軍
、
揚
州
刺
史

E
大
都
督
、
剤
州
刺
史

ハ
『
梁
書
』
巻
四
五
、
王
借
癖
停
〉

-17ー

(
白
山
〉

以
上
の
事
例
は
湘
東
王
粛
鐸
や
鐸
即
位
後
の
元
一
帝
に
よ
っ
て
任
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
任
用
賦
況
か
ら
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
が

「
征
討
都
督
」
と
考
え
て
も
よ
い
内
容
を
有
し
て
い
る
。

ωω
は
粛
緯
が
湘
州
刺
史
河
東
王
粛
血
管
を
討
た
せ
た
事
例
で
あ
る
。
責
は
既
述
し
た

「
征
討
都
督
」
任
用
例
同
が
、

ω、
ωの
聞
に
位
置
し
、
こ
れ
ら
三
例
は
鐸
に
よ
る
血
管
を
討
つ
た
め
の
一
連
の
任
用
で
あ
る
。
粛
方
等
や
王
借

静
は
都
督
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
飽
泉
の
南
討
都
督
の
如
く
、
「
征
討
都
督
」
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

ω例
で
は
徐
文
盛
の
敷
寓
に

及
ぶ
征
討
軍
は
六
州
都
督
の
管
轄
範
園
に
限
定
さ
れ
ず
、
そ
れ
以
外
の
州
刺
史
や
更
に
粛
緯
に
よ
っ
て
組
み
込
ま
れ
た
諸
軍
と
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
。
徐
文
盛
の
配
下
に
入
ア
た
者
に
は
、
右
衛
将
軍
陰
子
春
、
太
子
右
衛
率
粛
慧
正
、
繕
州
刺
史
席
文
献
等
や
、
高
州
刺
史
周
貝
が
お

(
前
〉

り
、
更
に
粛
緯
が
援
助
の
た
め
に
波
蓮
し
た
護
軍
将
軍
予
慌
、
卒
東
将
軍
〈
定
州
刺
史
あ
る
い
は
西
剤
州
刺
史
〉
社
幼
安
、
巴
州
刺
史
王
瑚
雄
一
寸
が

(
m山
〉

い
る
。
巴
州
刺
史
の
み
文
盛
の
六
州
都
督
管
轄
内
に
あ
る
。
文
盛
は
「
征
討
都
督
」
と
し
て
衆
軍
を
統
率
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。

そ
の
他
、
軍
職
の
表
現
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
は
、

ωの
「
綿
督
」
、
例
例
の
「
大
都
督
」
で
あ
ろ
う
。
「
綿
督
」
は
「
征
討
都
督
」
任
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(
間
山
〉

用
例
制
に
「
総
督
征
討
諸
軍
事
」
が
あ
る
が
、
軍
職
と
し
て
「
飽
替
諸
軍
事
」
が
存
在
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
「
犬
都

督
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
伺
例
は
、
大
賢
二
年
ハ
五
五
一
年
〉
四
月
、
侯
景
軍
が
西
進
し
、
江
夏
に
入
る
と
、
湘
東
王
粛
揮
は
領
軍
賂
軍
王
借

鼎
を
大
都
督
と
な
し
、
侯
景
を
討
た
せ
る
。
借
鼎
と
景
は
巴
陵
に
お
い
て
劃
持
す
る
が
、
や
が
て
景
を
東
に
押
し
返
し
て
い
く
。
三
年
二
月
に

事
例
が
少
な
く
、

借
婦
の
衆
軍
が
更
に
東
へ
と
江
州
尋
陽
を
出
援
す
る
時
に
は
、
借
癖
は
使
持
節
、
大
都
督
、
征
東
賂
軍
、
開
府
儀
同
三
司
、
江
州
刺
史
、
街
書

(

印

〉

令
と
な
っ
て
お
り
、
衆
一

O
高
を
擁
し
て
い
た
。
借
癖
の
大
都
督
は
大
賓
三
年
四
月
、
侯
景
が
征
討
さ
れ
る
ま
で
鑑
績
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
大
都
督
」
支
配
下
に
入
っ
た
の
は
、
各
地
の
州
刺
史
統
率
軍
が
主
で
あ
る
が
、
郡
太
守
統
率
軍
も
見
ら
れ
る
。
信
離
が
巴
陵
に
進
ん
だ
段
階

で
、
巴
州
刺
史
淳
子
量
、
定
州
刺
史
枇
禽
、
宜
州
刺
史
王
琳
ら
が
統
率
下
に
入
る
。
ま
た
鐸
が
借
鼎
に
合
流
さ
せ
た
羅
州
刺
史
徐
嗣
徴
、
武
州

(

町

山

)

〈

冗

)

刺
史
杜
嗣
ら
の
諸
軍
も
配
下
に
入
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
信
州
刺
史
陸
法
和
、
南
売
州
刺
史
侯
環
や
東
揚
州
刺
史
陳
覇
先
も
従
っ
た
と
思

(

η

)

(

均
〉

わ
れ
る
。
東
討
の
過
程
で
は
、
音
州
刺
史
魯
贋
達
、
郡
太
守
孫
湯
、
章
載
ら
の
名
が
知
ら
れ
る
。
制
は
、
承
聖
三
年
〈
五
五
四
年
)
一

O
月、

西
貌
寧
が
岳
陽
王
粛
餐
と
共
に
江
陵
に
進
攻
し
よ
う
と
し
た
際
、
元
一
帝
が
王
借
揖
を
建
康
よ
り
徴
し
て
、
大
都
督
、
刑
州
刺
史
と
な
し
、
針
庭

し
よ
う
と
し
た
例
で
あ
る
。
借
離
は
征
討
軍
を
編
成
し
て
赴
こ
う
と
し
た
が
、
そ
の
前
に
江
陵
は
陥
落
し
て
し
ま
う
。
信
需
の
征
討
瞳
制
は
前

(

九

〉

軍
と
後
軍
に
分
け
ら
れ
、
前
軍
を
南
務
州
刺
史
侯
現
が
、
後
軍
を
南
売
州
刺
史
杜
信
明
が
統
率
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
償
措
は
更
に
侯
現
の
配

(

万

)

下
に
青
州
刺
史
程
霊
洗
を
命
じ
て
従
わ
せ
て
い
る
。
大
都
督
借
癖
の
征
討
軍
が
、
前
軍
、
後
軍
に
分
か
た
れ
た
こ
と
か
ら
、
征
討
瞳
制
が
か
な

り
の
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
征
討
軍
は
主
と
し
て
州
刺
史
統
率
軍
よ
り
成
り
立
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ω似
の
王
借
需
の
大
都
督

は
、
軍
職
と
し
て
「
征
討
大
都
督
」
に
嘗
た
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
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お

わ

り

「
征
討
都
督
」
任
用
例
に
つ
い
て
、
個
々
の
任
用
朕
況
の
検
討
を
遁
し
て
知
り
得
た
概
要
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

督
」
は
北
説
と
の
劃
外
戦
争
や
内
観
に
お
い
て
見
ら
れ
、
征
討
軍
を
指
揮
・
監
督
す
る
軍
職
で
あ
る
。

第

一節、

「
征
討
都

「
征
討
都
督
」
が
涯
遣
さ
れ
る
の
は
、



常
置
の
州
都
替
・
刺
史
に
よ
る
軍
!事
瞳
制
で
は
封
慮
で
き
な
い
か
ら
で
あ
り
、
従
っ
て
劃
外
戦
争
や
比
較
的
規
模
の
大
き
い
内
範
に
お
い
て
涯

遣
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

一
般
的
に
「
征
討
都
督
」
に
よ
る
征
討
軍
の
規
模
ほ
大
き
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
時
に
比
較
的
小
規
模
の

も
の
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
や
は
り
、
常
置
の
州
都
督
・
刺
史
に
よ
る
封
鹿
で
は
困
難
な
朕
況
の
存
在
し
た
こ
と
が
看
取
さ

れ
る
。
「
征
討
都
督
」
は
臨
時
の
軍
職
で
あ
り
、
被
任
用
者
は
別
に
官
職
を
有
す
る
。
そ
の
官
職
は
固
定
化
し
て
は
い
な
い
が
、
州
刺
史
の
者

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
州
刺
史
を
任
用
し
た
場
合
、
臨
時
の
軍
職
と
し
て
の
「
征
討
都
督
」
と
、
常
置
的
な
軍
職
と
し
て
の
州
都
督
と
の
関
連

性
が
問
題
と
な
ろ
う
。
「
証
討
都
督
」
配
下
の
諸
軍
に
は
、
中
央
軍
や
州
刺
史
、
郡
太
守
を
中
心
と
す
る
地
方
軍
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
地
方
軍
は
州
都
督
管
轄
外
の
地
方
軍
に
も
及
ん
で
い
る
。

軍
事
的
に
管
轄
州
(
・
郡
〉
の
範
園
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に

劃
し
て
、

州
都
督
は
一
磨
、

「
征
討
都
督
]
は
征
討
の
必
要
に
鹿
じ
て
、
中
央
軍
や
州
都
督
管
轄
外
の
地
方
軍
を
も
支
配
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
特

色
が
あ
る
。
従
っ
て
、
州
都
督
管
轄
下
の
地
方
軍
を
基
盤
に
置
け
る
州
都
督
・
刺
史
が
「
征
討
都
督
」
に
任
用
さ
れ
た
場
合
、
征
討
軍
を
編
成

す
る
の
に
都
合
が
よ
く
、
「
征
討
都
督
」
の
働
き
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

梁
の
「
征
討
都
督
」
に
関
す
る
以
上
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
東
菅
以
来
の
「
征
討
都
督
」
の
在
り
方
を
踏
襲
し
て
お
り
、
特
に
襲
っ
た
貼
は

見
ら
れ
な
い
。
附
け
加
え
る
と
す
れ
ば
、
「
征
討
都
督
」
の
背
後
に
お
い
て
、
征
討
計
童
、
作
戦
指
揮
に
お
け
る
武
一
帝
の
主
導
性
が
額
著
で
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
、
南
斉
で
は
宗
室
諸
王
の
「
征
討
都
督
」
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
梁
で
は
宗
室
諸
王
が
再
び
「
征
討
都

に
任
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
梁
に
お
い
て
は
、
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督

征
討
軍
の
最
前
線
で
の
指
揮
官
、

「
前
鋒
都

督
」
の
史
料
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
規
模
な
征
討
軍
に
お
い
て
は
「
征
討
都
督
」
の
下
に
「
前
鋒
都
督
」
が
置
か
れ
た
可
能

性
が
あ
ろ
う
が
、
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
後
考
に
待
ち
た
い
。

以
上
は
、
比
較
的
明
確
な
「
征
討
都
督
」
任
用
例
か
ら
知
り
得
た
、

梁
の
「
征
討
都
督
」
の
概
要
で
あ
る
。

第
三
、

「
征
討
都
督
」
と
の
関
連
を
見
た
。
第
:
二
節
の

績
い
て
、

四
節
で
は

19 

「
都
督
衆
軍
」
等
の
如
き
、
諸
軍
を
統
率
し
て
軍
事
編
成
を
行
な
っ
た
事
例
を
集
め
て
、

考
察
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
れ
ら
の
征
討
に
関
連
し
た
大
多
数
の
事
例
が
「
征
討
都
督
」
と
見
な
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
征
討
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都
督
」
を
見
る
場
合
、
こ
う
し
た
第
三
一
、
四
節
の
如
き
史
料
も
覗
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
以
上
、
梁
の
「
征
討
都
督
」
に
閲
し

て
、
主
と
し
て
そ
の
貫
態
的
側
面
を
追
究
し
た
。
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
今
後
更
に
検
討
し
た
い
。

詰(
1
〉
拙
稿
「
東
菅
に
お
け
る
『
征
討
都
督
』
と
『
州
都
督
』
」
(
『
岡
村
貞

雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
、
漢
文
筆
と
日
本
文
化
』
)
、
「
東
菅
に
お
け
る

『
征
討
都
督
』
と
『
前
鋒
都
督
』
」
(
『
史
察
研
究
』
第
二

O
O貌、

一
九
九
三
年
〉
、
「
劉
宋
に
お
け
る
『
征
討
都
督
』
」
(
横
山
英
、
寺
地
遵

編
『
中
園
祉
曾
史
の
諸
相
』
勤
草
書
房
、

一
九
八
八
年
〉
、
「
南
斉
に
お

け
る
『
征
討
都
督
』
」
(
『
庚
島
大
皐
皐
校
数
育
皐
部
紀
要
』
第
二
部
第

一
一
一
一
巻
、
一
九
九
一
年
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

2

)

第
二
節
を
参
照
。

(
3
)

『
資
治
遜
鑑
』
巻
一
四
六
、
梁
紀
二
、
武
帯
天
監
四
年
四
月
の
係
。

(

4

)

『
南
史
』
巻
五
五
、
都
元
起
俸
に
基
づ
い
て
俵
節
と
し
、
中
華
書
局

出
版
貼
校
本
(
以
下
、
中
華
書
局
版
と
す
る
)
『
梁
書
』
巻
一

O
、
郵

元
起
俸
校
勘
記
に
基
づ
い
て
都
督
征
討
諸
軍
事
と
す
る
。

(
5
〉
中
華
書
局
版
『
梁
書
』
巻
二
八
、
薬
遼
停
校
勘
記
。

(

6

)

宮
川
向
士
山
氏
『
六
朝
史
研
究
政
治
・
祉
曾
篇
』
(
日
本
皐
術
振
興

舎
、
一
九
五
六
年
〉
第
九
章
、
南
北
朝
の
軍
主
・
隊
主
・
威
主
等
に
つ

い
て
、
七
、
主
帥
を
参
照
。

(

7

)

中
華
書
局
版
『
梁
書
』
巻
五
、
元
一
帝
紀
校
勘
記
。

(

8

)

東
音
、
南
朝
宋
の
「
征
討
都
督
」
任
用
例
で
は
賓
際
に
存
在
す
る
。

前
掲
拙
稿
参
照
。

(
9
V

郵
元
起
の
州
都
督
(
都
替
・
監
・
督
州
《
・
郡
》
諸
軍
事
を
州
都
督

と
略
稽
す
る
〉
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
の
で
、
了
度
交
代
し
よ
う
と

し
た
西
昌
侯
粛
淵
藻
の
肩
書
を
見
る
と
、
持
節
、
都
督
盆
寧
二
州
諸
軍

事
、
冠
軍
将
軍
、
盆
州
刺
史
で
あ
る
。
梁
初
、
こ
の
時
期
、
金
州
刺
史

の
州
都
督
の
管
轄
範
園
は
金
寧
二
州
で
あ
り
、
梁
州
は
そ
の
軍
事
問
管

轄
下
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
梁
書
』
巻
二
三
、
長
沙
嗣
玉

業
停
附
帯
用
淵
藻
俸
。

(
叩
)
『
梁
書
』
巻
一

O
、
『
南
史
』
巻
五
五
、
郎
元
起
停
。

(
日
〉
『
梁
書
』
巻
一
七
、
王
珍
図
停
。

(
ロ
)
『
梁
書
』
各
二
、
武
-
帝
紀
中
、
巻
二
二
、
太
租
五
玉
、
臨
川
靖
恵
王

宏
博
、
『
南
史
』
各
五
て
梁
宗
室
上、

臨
川
靖
恵
玉
宏
停
。

(
臼
)
『
梁
書
』
巻
二
、
武
帝
紀
中
、
単
位
一
二
、
柳
後
停
。

(

U

)

『
梁
書
』
巻
二
、
武
帝
紀
中
。

(
m
X
M
)

『
梁
書
』
巻
一
二
、
意
叡
俸
。
海
道
根
は
輔
園
持
軍
、
南
梁
太

守
、
領
阜
陵
城
成
と
あ
る
。
『
梁
書
』
巻
一
八
、
鴻
道
根
停
。

(
口
)
『
梁
書
』
巻
二
、
武
脅
紀
中
、
巻
二
八
、
表
遼
俸
。
天
監
五
年
、
別

に
北
貌
が
北
徐
州
を
冠
し
た
際
、
意
叡
に
詔
し
て
務
州
の
衆
を
統
率
さ

せ
て
制
到
底
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
叡
は
梁
郡
太
守
寝
間
道
根
、
虚
江

太
守
装
滋
、
秦
郡
太
守
李
文
剣
等
を
水
軍
と
し
て
支
配
し
て
い
る
。
梁

郡
、
慮
、
江
郡
は
預
州
治
下
の
郡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
梁
書
』

袋
一
二
、
意
叡
停
。

- 20ー
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(
沼
〉
『
一
梁
書
』
巻
二
、
武
脅
紀
中
。

(
凶
)
そ
の
他
、
そ
の
統
率
軍
の
由
来
不
明
の
一
参
加
者
に
は
、
軍
主
王
懐

静
、
軍
監
潜
盤
徴
、
胡
景
略
、
前
軍
越
租
悦
、
馬
仙
弾
、
朱
信
勇
等
が

い
た

(
初
)
『
梁
書
』
巻
一
八
、
昌
義
之
停
。

(
幻
)
『
梁
書
』
巻
二
、
武
脅
紀
中
、
巻
一
八
、
張
恵
紹
俸
。

〈
詑
〉
『
梁
書
』
倉
一
一
、
呂
信
珍
停
。

(
お
〉
「
征
討
都
督
」
任
用
例
川
別
委
之
卒
の
場
合
、
都
督
衡
州
五
郡
征
討
諸

軍
事
の
衡
州
五
郡
は
集
圏
盗
賊
行
震
の
見
ら
れ
る
内
観
地
域
で
あ
り
、

征
討
地
域
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

(
鈍
〉
『
梁
書
』
巻
二
八
、
義
濯
俸
。

(
お
〉
『
梁
書
』
巻
二
八
、
夏
侯
宣
俸
。

ハ
部
)
『
南
寵
門
書
』
巻
一
四
、
州
都
志
上
。

(
幻
〉
「
東
宮
直
閤
賂
軍
」
の
例
あ
り
。
『
梁
書
』
袋
三
、
武
帯
紀
下
。
そ

の
他
、
後
軍
奈
秀
成
も
遼
と
合
流
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
中
央

波
遣
軍
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
梁
書
』
巻
二
八
、
表
遜
停
。

(
お
〉
『
梁
書
』
巻
三
、
武
一
帝
紀
下
、
各
二
八
、
斐
濯
俸
。

〈
却
)
『
梁
書
』
巻
三
、
武
脅
紀
下
。

(
鈎
〉
『
梁
書
』
袋
三
、
武
脅
紀
下
、
巻
二
八
、
夏
侯
車
停
。

(
氾
〉
『
梁
書
』
巻
二
八
、
夏
侯
重
停
。

〈M
M

)

『
梁
書
』
巻
三
、
武
一
帝
紀
下
。

(
お
〉
そ
の
他
、
梁
の
普
通
中
、
衆
軍
が
北
伐
し
た
際
、
義
之
卒
が
都
督
夏

侯
宣
に
随
っ
て
渦
、
温
を
完
走
し
た
と
あ
る
。
『
陳
書
』
巻
二
五
、
義

忌
俸
。

(
担
)
『
梁
書
』
倉
三
、
武
帯
紀
下
、
径
一
一
一
九
、
元
樹
俸
。

(
お
〉
『
梁
書
』
巻
二
八
、
夏
侯
宣
停
。

(
お
〉
『
梁
書
』
巻
三
二
、
陳
慶
之
俸
。

(
釘
〉
『
資
治
逼
鑑
』
巻
一
五
て
梁
紀
七
、
武
帯
普
通
七
年
七
月
の
僚
。

(
お
〉
『
梁
書
』
袋
二
八
、
夏
侯
宣
惇
。

(
拘
)
『
梁
書
』
巻
三
二
、
陳
慶
之
停
。
巻
三
九
、
羊
侃
停
。

〈
必
)
『
梁
書
』
港
三
、
武
-
帝
紀
下
、
巻
一
一
一
九
、
羊
鴻
仁
停
。
羊
鴻
仁
は

「
征
討
都
督
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

(

4

)

『
梁
書
』
各
一
一
一
、
武
脅
紀
下
、
各
二
二
、
都
陽
王
範
俸
。
武
帝
紀
下

で
は
前
需
用
州
刺
史
と
す
る
。
「
線
混
同
征
討
諸
軍
事
」
の
表
現
は
他
に
類

例
を
見
な
い
が
、
第
四
節
及
び
註
(
m
m
)

を
参
照
。

(
必
〉
『
梁
書
』
巻
五
六
、
侯
景
停
。

(
川
町
)
『
梁
書
』
袋
三
、
武
帯
紀
下
。
安
前
賂
軍
は
郁
陵
王
新
紛
が
、
以

前
、
丹
陽
号
ノ
の
際
、
帯
挽
し
て
い
た
も
の
で
、
こ
の
時
は
中
衡
将
軍
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
必
)
『
梁
書
』
巻
五
六
、
侯
景
俸
。
丹
陽
予
は
『
梁
書
』
巻
二
九
、
高
租

三
玉
、
部
陵
撤
王
給
停
に
よ
る
限
り
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。

(
必
〉
『
梁
書
』
袋
二
九
、
高
租
三
王
、
部
陵
撤
王
給
停
。

(
必
)
『
梁
書
』
品
位
四
四
、
太
宗
十
一
王
、
安
陸
王
大
春
停
。

(

U

)

『
梁
書
』
各
五
六
、
侯
景
停
。

(
必
〉
『
梁
書
』
巻
二
九
、
高
温
三
王
、
部
陵
撤
王
給
停
附
確
俸
。

(
必
〉
『
梁
書
』
品
位
五
六
、
侯
景
俸
。

(
回
)
諭
が
南
徐
州
京
口
か
ら
北
伐
に
赴
い
た
こ
と
を
重
視
し
た
が
、
中
央

か
ら
涯
遣
さ
れ
て
紛
の
配
下
に
入
っ
た
者
も
い
た
可
能
性
は
否
定
し
な

(
日
)
『
南
史
』
各
五
三
、
梁
武
喬
諸
子
、
武
陵
王
紀
俸
。
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(
臼
)
章
叡
俸
に
征
北
賂
軍
曹
景
宗
と
あ
る
の
は
、
征
北
賂
軍
、
薙
州
刺

史
、
開
府
儀
同
三
司
を
追
贈
さ
れ
た
の
に
基
づ
き
、
現
任
官
で
は
な

‘L
V
 

(
臼
)
軍
を
指
揮
す
る
軍
主
の
上
に
都
督
が
立
つ
と
い
う
統
属
関
係
に
つ
い

て
は
、
註
(
6
〉
宮
川
氏
著
書
第
九
章
を
参
照
。

(
臼
)
『
梁
書
』
品
位
二
、
武
一
帝
紀
中
、
巻
九
、
曹
景
宗
停
、
各
一
二
、
章
叡

停
、
各
一
八
、
昌
義
之
停
。
意
叡
俸
に
よ
れ
ば
、
武
帯
は
曹
景
宗
と
撃

叡
と
の
関
係
に
ま
で
配
慮
し
て
い
る
。
景
宗
に
到
し
て
叡
は
卿
の
郷
撃

で
あ
る
か
ら
普
く
敬
う
よ
う
に
と
命
じ
て
い
る
。
六
朝
に
お
け
る
同
郷

関
係
の
有
す
る
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
中
村
圭
爾
氏
『
六
朝
貴
族
制

研
究
』
〈
風
聞
書
房
、
一
九
八
七
年
)
第
一
一
一
輩
、
「
郷
里
」
の
論
理
、

を
参
照
。

(
田
)
『
梁
書
』
巻
一
二
、
意
叡
俸
。

(
部
)
『
梁
書
』
巻
一
八
、
漏
道
根
俸
。
本
停
で
は
、
道
根
は
輔
園
絡
軍
、

南
梁
太
守
と
な
っ
て
い
る
。

(
釘
)
『
梁
書
』
巻
一
八
、
張
恵
紹
俸
。

(
関
)
『
梁
書
』
倉
一
二
、
意
叡
停
、
各
一
七
、
馬
仙
弾
俸
。
最
初
、
馬
仙

現
は
刻
州
刺
史
安
成
王
粛
秀
に
上
申
し
て
、
そ
の
了
承
の
下
に
懸
瓢
に

赴
い
た
が
ハ
『
瓶
事
盲
』
巻
二
二
、
太
租
五
王
、
安
成
康
主
秀
停
〉
、
そ
れ

は
本
文
の
如
く
、
結
局
、
武
一
帝
の
追
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
武
帯
が

波
遺
し
た
の
と
同
じ
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
武
-
帝
は
最
初
の
懸
額
へ

の
制到
底
か
ら
章
叡
の
波
選
、
最
後
に
軍
を
罷
め
さ
せ
る
ま
で
終
始
指
示

会
」
輿
え
た
の
で
あ
る
。

(
回
)
『
梁
書
』
巻
二
二
、
太
租
五
王
、
安
成
康
壬
秀
俸
。
南
北
を
入
れ
て

南
北
秦
と
す
る
こ
と
は
、
粛
秀
を
縫
い
だ
都
陽
主
粛
恢
が
南
北
秦
を
入

れ
た
都
督
九
州
諸
軍
事
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
。
向
上
巻
、
都
陽
忠
烈

王
依
俸
。
(
中
華
書
局
版
『
梁
書
』
袋
二
二
校
勘
記
)

(
印
)

『梁
書
』
巻
一
八
、
康
絢
停
。

『南融門
書』

巻
一
五
、
州
郡
志
下
。

(
間
以
)
『
梁
書
』
巻
一
八
、
康
絢
俸
、
昌
義
之
俸
。

(
問
山
)
向
上
、
康
絢
俸
。

(
臼
)
『
資
治
逼
鑑
』
巻
二
ハ
て
梁
紀
一
七
、
武
喬
一
太
清
二
年
二
一
月
の

候。

(
臼
〉
中
華
書
局
版
『
梁
書
』
各
五
、
元
帯
紀
校
勘
記
に
従
う
。

(
臼
〉
剤
州
刺
史
湘
東
王
粛
緯
は
武
需
の
密
詔
に
よ
り
、
「
侍
中
、
仮
責

鍛
、
大
都
督
中
外
諸
軍
事
、
司
徒
承
制
」
を
受
け
て
い
た
。
鐸
に
よ
る

任
命
は
こ
れ
に
基
づ
く
。

『梁
書
』
品位
五
、
元
一
帝
紀
。

(
印
〉
『
梁
窪
田
』
袋
五
、
元
-
帝
紀
、
『
陳
書
』
巻
二
ニ
、
周
貝
俸
。

(
m
w
〉
『
梁
書
』
巻
五
、
元
帯
紀
、
巻
四
六
、

徐
文
盛
停
、
社
尉
俸
附
幼
安

俸。

〈
印
〉
「
侯
景
の
鋭
」
の
最
中
、
中
央
が
関
知
で
き
る
状
況
下
で
な
い
時

に
、
合
州
刺
史
都
陽
王
粛
範
が
西
強
州
刺
史
義
之
高
を
「
総
督
江
右
援

軍
諸
軍
事
」
に
任
じ
て
建
康
に
救
援
に
赴
か
せ
た
例
が
あ
る
。

『
梁
書
』

巻
二
二
、
太
租
五
王
、
都
陽
忠
烈
王
依
停
附
範
停
、
巻
二
八
、
装
濯
俸

附
之
高
俸
。

(
印
)
『
梁
書
』
袋
五
、
元
帯
紀
。

(
初
)
『
梁
書
』
品
位
四
五
、
王
信
癖
博
。

(
九
〉
『
梁
霊
園
』
巻
四
、
簡
文
帯
紀
、
各
五
、
元
帯
紀
。

(η
〉
『
梁
書
』
巻
四
五
、
主
信
簿
簿
、
『
陳
書
』
巻
て
高
祖
紀
上
。

(
ね
〉
『
陳
書
』
巻
三
一
、
魯
庚
達
停
、
巻
二
五
、
孫
場
停
、
巻
一
八
、
意

載
俸
。
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〈
九
)
『
梁
醤
』
品
位
五
、
元
帯
紀
、

信
明
停
。

23 

『
陳
書
』
巻
九
、
侯
瑛
停
、
品
位
八
、
杜

(

万

〉

『
陳
寄
』
巻
一

O
、
穣
鍵
洗
簿
。

。。
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ZHENGTAO DUDU 征討都督IN THE LIANG梁

　　　　

OF THE SOUTHERN DYNASTIES

Obi Takeo

　　

Zhengtao dudu has generally been considered to be ａ shortened form of

subjugating commander-in-chief of military affairs (dudu zhengtao zhujun-

shi都督征討諸軍事). In this paper, this title will be used as ａ general

term, including all the variants of dudu zhengtao zhujunshi. In order to

clarify the role of the zhengtao dudu in the Liang, I have analyzed the

historical materials for zhengtao dudu and related matters.

　　

Zhengtao dudu was ａ temporary military titlefor the commander of ａ

subjugating army.　In the case of major military actions, whether against

foreign powers or internal foes, beyond the abilities of ａ regional inspector

(zhou-cishi州刺史)，ａ zhengtao dudu was appointed and dispatched. The

zhengtao dudu could command both central and rocal troops necessary for

the campaign. Ａ zhou-cishi with the military title of commander･in-chief

of regional military affairs (dｕdｕ zhouzhujunshi 都督州諸軍事) was in ａ

favorable position to organize ａ subjugating army, thus strengthening his

functions as zhengtao dudu、Basically, the style of the zhengtao dudu in

the Liang of the Southern Dynasties succeeded to the tradition started in the

Eastern Jin 東晋．

　　　　

THE TUMU 土木INCIDENT

AND THE IMPERIAL EXPEDITIONARY

　　　　

FORCE OF YINGZONG英宗

Kawagoe Yasuhiro

　　

On 16 July 1449, only five days after an offense by the Oirat 瓦剌

Mongols, an expeditionary forceled by the emperor YingZong was launch-
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